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免疫による発症予防試験→  
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三宅村では、昭和38年から、170haの人工  

草地な造成し、乳用牛の放牧育成車弟を行ってき  

たれL昭和42年に牧野で多教の事故簸死牛が発  

生し、同事業の運営に甚大な障害をあたえた。事  

故発生と同時に、森林省家畜衛生試験場の協力を  

得、その原因を調香したところ、牛肺虫病を主因  

とすることが判明したので、同牧野における本病  

の予防法を早急把策定し、事菓連嘗の正常化を図  

るため、国の助成をうけ、家畜衛生試験場の直接   

指導で本試験を実施した。本試験の進行、ならび  

に調査結果のとりまめについては、同試験場の平  

技官の指導なあおいだもので、こゝにあらためて  

同技官の御好意把深甚の謝意を表するものである0  

1 まえがき  

こゝ数年来、各地に牧野が造成され、これにと   

もなって、牛の移動が活発に行われるようになつ   

てきた。古くから牧野の多い、九州や北海道は牛  

肺虫病の汚染地帝であるが、とくにこれらの地区  

からの牛の移劫が多くなりその結果牛肺虫病ほ全   

国托広まりつゝある。  

我国托おける牛肺虫病の発生、あるいは、本虫の  

寄生把関連した報告はいくつかみられるが、1）  

5）G）7）8）9）10）11）12）1り  

15）16）産時的に調べた報告はなく、牧野に  

おける本病の発生状況は不明の点が多く、また嘗十   

面的な予防法陀ついても、まったく検討きれてい   

ない8   

私達は、昭和ヰ2年三宅島？村営牧野において  

牛紬虫病の集団発生に適偶したので、昭和43年   

から 汚ケ年把わたって、本病の発生状況を調べ   

また免疫による発症予防試験、すなわち自然に牛  

肺虫病に感染させ、願由無に与って発症をおさえ  

安全に免疫を獲得する方法を検討した。  

2 牛肺虫病の発生状況・   

昭和り2年が同牧野における牛肺虫病の初発生   

の年で、その発生状況は次のようである。  

3月～5月までは、100～250頭の牛を放   

牧していたが、袋死牛はいなかった。ところが6   

月に放牧牛280頭のうち、120顔が著明な呼  

吸症状を呈するようになり、20頭が架死した。  

たゞちに発症串の治療と退牧な行ったが、その後  

さらにZ5頭が無死し、爽死解析か細多数の牛  

閉虫め検出竜れた0 7月と8月に、過敏しなかった放牧  

牛について、遠心管内進出法（以下遠心管法）に  

よる牛肺虫第1朋子虫の検出（以下子虫検盃）を  

行なったところ、7月は検査牛48意中Z7頸（  

56％）から子虫が秩出され、そのLPGほ、0  

匹21頭、1”20匹18頭、21～100匹3  

ーー217－   



頭、そして101－1000匹も検出される牛が  

6軌、た。8月は検壷牛8・1頭中62頭（7ヰ％  

）かり子虫が検出きれ、そのLPGはごP匹22  

頭、1－20匹30娼、2l－1（）0匹11簡、   

101～10001匹の牛が20頸もおり、さら把   

LPGl167匹把も‘及ぷ牛が1訊いた。このよ  

う忙昭和42年はヰ肺虫の寄生寒が積めて高く、  

大きな被専なもたらした。   

このような牛肺虫の汚染牧野において、昭和云  

3年～15年春”秋にわたって、牛肺虫子虫の消  

長を調べるとともに、昭和45年は個人丁牧壕の  

牛についても同様の換査な行った。  

材料と方法  

牧野の概況  

三宅島は伊豆七島の一つで東京から南方約18  

0如償あり、長経約10毘訂、墟椎約8た℡、面積約  

射1図 三  宅  

55kT㌦の丸い島である。月別平均気温は1月の9   

．8℃が最低で、8月の2（ミ．J℃が最高年開平   

均は17．8℃で、冬期11寒い日もあるが滞をみ  

ることは少く、雪は雄山（843仇）忙戚ること  

はあるが、集落に積ることはまれである。湿度は  

12月と1月の平均66％が最低で、6月7月●の  

平均8d％が最も高い。年間総雨量は5．0∝h町余で  

雨風多く、気候温暖で、亜熱帯植物のフェニック  

ス、ソテツ等の露地安堵ができる。春から夏にか  

けて南西風が多く吹き、初秋は北東風が吹き、1  

1月－3月は冬の季節風の西風の吹き荒れる日が   

多い。   

牧野は観山の中腹把あって、（第1蘭）昭和3  

8勾三舟、ら人工草地170haを造成し始め、昭和3  

9年1白月から乳用牛の放牧を開始した。また昭  

利＝0年鹿からは年間100洩の乳用子牛を本土  

（主として東京都三多摩地区）より導入L、  

島   



らについても、5、f；月から8、f o月まで子虫  

検査を行づた．   

昭和云4年；初牧牧の成牛11演劇ついて、、i  

月30日（入牧時）から11・月まセ子虫椴査を行  

った。   

限和45年；ヰ肺虫の耐過牛i6頭（窮1辞）  

と、新たに華人、入改した幼牛13頭（幾2翠）  

を1－10月まで子虫決意を行なった．窮1群は   

昭二印1′1年8－9月把頑入、入牧した幼年て、そ  

の年の11月に発症し、甑由来（テトラミノーール  

）による治横を行なった牛である。検査を始めた  

り1は休館120～170kgで、牛斬虫病症状は  

認められなかった。第2群は昭和量5年3月1‾旬   

～1月に導入、入牧した牛群で，番人時の体重は  

50～60kgであった。これら両群の牛は検査期  

間中、同じ子牛育成牛舎およぴ、これに付属する   

草地で飼育された。   

個人（T）牧場での調査  

昭和り3年および41年の成牛について調べてい   

ると、牛肺虫の感染は村営牧野はかりでなく、あ   

る地区では鹿家の庭先でも感染しているのではな  

いかと思われる成績か得られた。そこで、この庭  

先感染智明らかにするため、庵和ヰ5年4月から  

10月まで遠心管法把より個人（で）牧場の牛に  

ついて子虫検査を行つ客。この牧場は約12ト8で  

常時15頭の搾乳牛を飼育し、，4月には子牛が1   

0頭いた。検査牛は、これらの牛と、その後にこ  

の牧場で生唾されたもの、および本土から購入し  

た牛で、検査時に飼育している全牛について検査  

した。この牧場で生産きれた子牛は生後1週間位  

育成な始めた。   

牧野は22の牧区と子牛賛成牛舎（哺乳施設あ  

り）を持（一つの触区とからなり、詣換放牧して  

いる。放牧の形態は一部年間昼夜放牧で、冬期を   

牧野ですごす牛約100 頭と、季節放牧の牛2  

00～300弱がいる。これらの牛はすぺてホル   

スタイ／相および同種系牛である。  

村営牧野の放牧牛の調香   

鋲杏牛は2群麿大別さ九ろ。一群は本土から生  

後1～2ケ月令で村営牧野の子牛育成牛舎に直接   

導入され、こゝで初期育成期を経て、徐々に草地  

に放牧した牛（以下幼牛）辞であり、他の一群ほ  

島内産牛あるいは、本土から埠入し、パ～12ケ   

月間島り］酪家で飼ヂデされ、村営牧野に入劇した牛  

（以下成牛）群であるぐ．   

枚査は各年秦”秋にわたり、ほゞ月1巨∃l、邁心   

管法による子虫椴充を行ったが、その方法は次の  

とおりである。検査牛の南陽便を採取し、ノ採取後  

節時筒のうちに、3グある＼ 

蚤し、ガーゼまたはミルバッブに包んで遠心管内  

に栢し、水を一杯加えた。これセ賢は男湿、呑や  

秋把は25dcの僻卵器k入れ、翌日鋲検した。こ  

れは牛l頭匠つき1田無食蓉を行なった。   

昭利43年：御放牧¢成牛17頭把ついて5月  

6日（入牧時）から1b月まで、子虫検査を行つ  

た。またこれらの牛については、牛離虫のCF12）  

力価も 調べた。一方l”2月に導入、入牧した幼  

幼年36鎖（第1断）と、3”■■1月に導入、人牧  

した幼牛10加（範2群）ほ、5月f包まで、付  

属の草地を含む子牛育成牛舎で飼育したが、これ  
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で運動場に出し始め（昼間のみ）離乳後は、昼夜■  

放牧している。搾乳牛は搾乳時配合飼料を給与する   

他は、年間昼夜放牧している。なお冬期など牧草   

不足時には、配合飼料やヘイキューブなど適宜給   

与している。  

成   磯  

村営牧野放牧牛の訴査   

昭和43年；成牛は5月6日（人牧時）から6  

月15日まで、牛肺虫窮1棚子虫か検出される（  

以下陽性）牛はいなかったか、7月5日（入牧後  

2ケ月）には15庚申2頭（13％）が陽性で、  

そのLPGは9匹または、1匹であった。8月は  

陽性寒が最も勘、月で、検査牛16銅中8東（5  

0％）か匿桂で、その偉大LPGは30匹であり  

9月以降はLPGlt』程鮭の慣性牛が1－2所認   

められたに過ぎなかった。晦性午は2－3ケ月間   

続けて勝性を示すものは楕で、多くは1ケ月後の  

検査把は年一楯鹿の子虫が検出きれない（以下蔭性  

）牛が多かった（祈卜表）   

第2図は手長の「嶺他家と10碑以上のCFの力   

価七持つ牛を百分率で示したものであるか、  

第1表 S43．牛肺虫第1期子虫の消長（成午）  

牛N几．   J．5   

1   0  0   

2   0   †）   

3   0  0   0   

4   0  0   

5   0  0   

6   0  0   

7   0  0   

S   0  0   

9   0  0   

10   0  0   

1l   0  0   

12   0  0   

13   0  0   

1i   0  0   

15   0  0   

16   0  0   

17   0  0   
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宗2囲 S13・∠甲虫子虫の閤性峯とCFTの推移（成牛）  

％  

（用CFで（xlO以上）の推移脇丈子虫慣性率  

虫のl勃性奉より、CFの力価が10倍以上を示す  

牛の率の方がかなり高かったが、そのカーブはほ  

ゞ平行していて、R～9月が高く、10月にはい  

づれも低下している（窮Z図）。   

子虫の検査成績を個体についてみると、いずれ  

かの検査時が博性（以下陽転）である牛と、いず  

子虫の陽性率よりCFの力価の方が早期忙上昇し  

ているりすなわち、子虫検査では5一戸月まで全  

牛が陰性であるのに対し、10倍以上のc F力  

価を持つ牛は、5月5だl（入牧時）15％、5月  

27日53％、そLて6月は88％に上昇してい   

る。子虫検′在で陽性牛が出穂めた7月以降も、子  

（成牛）  S13．年齢夏子虫の地区別暢転状況   

坪 田（本）  ●l与Ill…●・画四匹巧週0  
釜 方   l●匝ヨ0   

押ケ平   匡週匡互   

三 池   l匡司000   

島 下   lll   

伊 豆   ll   

伊ケ谷   ll100 0 00 0000   

阿 古（本）  1 0 0   

滞 木   匹ユ   
l陽転牛 0非陽転牛 □同畜圭  
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れの検査時にも陰性（以下非陽転）である牛  

が半分ずついた0初放牧牛であれほ全牛が陽転す  

るのが普通であるのに、多くの非陽転牛が認めら  

れた。そこで、これらの牛匠ついて飼育鹿家の地  

区別に陽転状況を調べてみると（窮2衣）、沖ケ  

平、島下および伊豆の牛は全牛が陽転したが、三  

池では6頭中5頭が、伊ケ谷では12喪中9頭も  

の牛が非陽転牛であり、地区による差があるもの  

と思われた。また同じ畜主の牛で1筑同時に放牧  

したものが2組あったが、これらほすべて非陽転  

牛であり、え・頭 同 時 に 放 牧－し た  

も の が 6 組 あ 少、この、うち 4  

組が非陽転また牒．陽転のいずれかを示していた。  

このことから、同じ畜主の牛は陽転すろものは陽  
転し‘、非陽転のものは非陽転と、いずれかに偏す  

ると思われた。   

次に幼牛の成観について述べよう。劫牛の窮1  

群は5月下旬（入牧後1－5ケ月）に36頭中  

●陽性  0陰性 。検査せず  ＊投薬（第1群）  
＊＊S43・1〝2月入牧 ＊＊＊S13・3－4月入牧  
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第3図 S43．牛肺由子虫の陽性率の推移  

（幼牛）  

％  

0   5  6   7  B  9  10・11 月  

かっ第1群（S13・1－2月入牧）  
ⅩⅩ翫2群（S13・3－1月入牧二  
＊挨薬（第1群）  

Z3頒（64鴨）が陽性で倍大LPGほ69匹で  

あった。そして多くの牛托発現が認められ、著明  

な牛肺虫病の症状を捜していた。そこでこの時点  

で第1絆全牛に鷹虫（テトラミノール■）を行なつ  

た。Lかし陽性妥ほ櫓下せず、6月には15顔中  

8頭（53与も）か陽性で最大LPG29匹、7月  

上旬は17劇中8頸（i7％）が陽性で、弟大L  

PGは305匹であり、そして7月下旬にほ19  

頭中1d頭（糾（畑もの多数の牛が陽性とな少、最大◆   

LPGは95匹であった。その後8月上旬に駆虫   

し、8月下旬の検査では18頭中1頭だけが陽性   

であった。   

第2■群ほ6月（＜牧後2”3ケ月）に10頭中  

1繋が階性で、LPG22匹であり、また7月上  

旬は10頭中＝2痴（20ウち）が芦帝位でLPGは各  

2匹であった。7月下旬と8月は陽性奉はやゝ高  

く、それぞれ8廊中4■頸（509わ）、】0三重中1  

訴（10％）が傾性で、そP）最大LPGほ6匹で  

あつた。それ以降は陽性率ほ低く、9月は7詣中  

l頭（1」＝弥）、10月ほ10頭中1頭（10％  

）だけが陽性で、概して陽性率は夏期に高かった  

また、陽性牛は次の検査時（約1ケ月後）把は陰  

性把なるもの、2～3ケ月間続けて陽性と思われ  

るもの、あるいは、一度陰性となって再び陽転す  
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頭中5演（1声％）が階位となり、その墳大LP  

Gは2匹でった。その後9月まで陽性率ほ高く、  

7月は8頭中5頗（β3㌣）が陽性で貴大LPG  

lま15匹でぁり、8月上旬は10≡由中7顔（70  

る牛もあり、子虫の排泄期間は長短様々であつ  

た（窮3襲、窮軍国）。   

昭和＝1年；入牧時から1ケ月までiま閻倖牛は  

認められず、6月21一日（入牧後2ケ月）托11  

1期子虫の消長   



％）が陽性で頻大LPGけ．53匹であった。＄月   

下旬は陽性熟まやゝ低くなり、11的中5漬し3   

6％）が陽性で、最大LPGは13匹で、9月上   

旬は階位率ほ再び上昇L、13頭中8頸（62堺、  
）が陽性で最大LPGは25匹であり、9月下旬  

は13顔中6頭（46％）が陽性で最大LPGは  

9匹であった。そしで11月は10訊中l頭（1  

09ら）が陽性でLPGll匹となり、陽喧牽は低く  

なった、また陽性牛は2”3ケ月間続けて慣性を   

示すものが多かったが、一度降任紅たって、その  
後再び陽性となる牛もあった（窮4衷、窮4問）   

昭和i3の成年と同様把牛の飼育先である壌家  

軒5表 Slト牛肺虫子虫ゐ地区別陽転状況  

坪 田 捧）  ・′‥∴l…● ヒ』！L望0   

沖ケ平   

三 池   匝ヨ   
島 下  巨耳‥0   

伊ケ脊   ●lll   

阿 古（木  円●00  

□ 同書主   

昭和＝5年；耐過牛群（爺1群）は、1、6、  

7月に、LPGl－1未満の少数の子虫が検出さ   

れる牛が16頭中1■一3頭いたゞけで、5月およ   

ぴ8月以降は陽性牛は全く認められなかった．症  

状も枚査期間中ほとんど藷められることなく、栄  

養状態も良好と思われた。  

l陽転牛  0非陽転牛   

の地区別に検査期間中わ閲転状況をみると、昭和   

13年のような地区別の美はないよう陀考えられ   

たが、殉じ富主の牛は陽転あるいは、非胸底の一   

方把偏するように思われた。また前年厨非陽転牛   

を待った寄主の牛ほ、今年まも非憫魔のものがあ   

り、たとえ陽転してもLPGは1兼渦で1回の1クー  

登時のみ修性であろものが多かった。（舞5襲）  

窮5園 S15．牛肺虫子虫の陽性；  

（幼年）   



第2群も舞1群と同じ育成牛舎で飼育されたが  

5月20日（入牧後Zケ月）に、13頭中1戒（  

針称、LPG12匹）の陽性牛が現れ始め、云月  

以降は高い陽性賽を示した。すなわち、占月中旬に  

ば15酔9頸伍9咽が雛ヒで最大LPGは1匹であ  

り、音症牛もでてきたので、7月9日把治療（テ  

トラミブール）した。そのため1過間後柑土一仏頭  

亭3頭（23冤）が陽性で、陽性峯は低くなった  

PG23匹であり、そして10月町は13頭中7  

頭（54％）が惨性で、盛大LPGは19匹であ  

った。一方個体について繹時的把みると、喝性牛   

ほ続けて2～3回の較恋で陽性な示すものが多か  

ったが、一度陰性となって、その後再び陽性とな   

る牛もあり、中休み－ナある托しても3人」ケ月間   

続けて子虫む排泄していたと思われる牛が約半数  

いた。（第5駅、第6乗）  

LかLその後問性寮は再び」二昇し、8月にほ13  

頒中7頭（5ヰ％）が陽性で、熱大LPG38匹  

9月忙は13頭中5頭（38乳）が問性憾大L  

窮6表 S．15年肺虫第l期子虫の消長（幼年）  

J軌‘   1   
5   （ミ  7＊  8  9   10   

0   0       0   0   0   0   
フ   0   0   0  1  0  〔1  0   
3   0   0       0   0   0   0   

耕1   0  0  1  0  0  0  0   
詐 5   0   0’ 0   0   0   0   0   

6   1  0  1  0   
7   0   い   0   0   0   0   0   
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＊郷（舞2群）  
＊＊酎i弼洋（Sll・8－9月入牧，同11月発症・柏原）  

＊＊＊初放牧牛群（S15・3月下旬－1月入牧）  
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価人（T）牧場での調査  

i”IO月までのl岡の姶査で15頭の搾乳牛 英人牛1頭を■含めて、白扇中2頭か陽性であつた  

はすべて陰性であったが、子牛では1月に5頭中  LPGはいづれも1匹未満で、牛肺虫わ症状は全  

l頸、6月と8月ほ5豆汚中2涙、そして10月は  く認められなかった。（第7衷）  

第7表 S．i5．個人  の牧場における子虫の  
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総 括 と 考 察   

子虫の排泄開崩時と期間について   

人工感染牛（1風塵染）では感染後25（2虞  

）－26（28）日忙焚便内に子虫か出始める、  

LPGは35～36日がピークで、その後数日で  

敵滅し50－60（了れに90）日にほ子虫は諒ミ  

めちれなくなる。このように、舎御する人ユニ感染   

牛では子虫の排泄期間は短かく、わずか20～3   

0日位なのである。これ叱対して、野外ではどの   

ようであらうか。牛胱虫の汚染牧野の牛では葦を   

食っている抑制、すなわち、放牧期置沖、巌的な  

間組はあるにしても、連続的忙毎日、午如虫の感  

染があるものと考えるのか妥当であらう。牛軒史  

の敏染子虫は越冬する  
1）2）  

とされていろか、   

三宅村々宮坂軒では、国利＝2年大発生があり、   

しかもその年も放牧牛の－闇夜年内放牧している  

のであるから∴翌年の呑も二毎地には多薮の感染子  

虫がパラまかれていたと考えられる。こゝに放牧  

した牛（昭和13年舷成年）でも、人牧板1ケ月  

位までに特性牛が現れることなく、人牧後2ケ月  

（7月）に働便牛が現われ始めている。そしで昭  

和り1年の成牛もやはり入牧枚2ケ月頃から陽性   

牛が視れ始めた。  

また、昭和13年の幼年靡1詳は1～2月に育   

成牛舎托堵入、入牧し、入牧後1～5ケ月把あた  

る5月に、36顔中25裁か陽性で発症した。第  

2群は窮1群より2ケ月遅れて3～1月に同じ育  

成牛舎に導入、入牧したがこの場合陀も入牧後2  

ケ月把あたる6月が陽性牛の出始めであった。昭   

和15年の劫牛の耐過牛は、前年度末ほゞ全牛が  

発症し、1月にも2頭の陽性牛が認められている   

このことは、貌Z群は年齢虫にかなり汚染きれて  

いる中に、いきなり導入、人牧（3－1月）され  

たことになる。この場合に～．入牧後2ケ月にあた  

る6月に陽性牛が出始めている。（5月の腸性牛  

l熟え3月下旬入牧）。   

このように、かなり汚染されている牧区に入敬   

しても、英鼓感染牛のように1ケ月夜こに子虫か現   

れることはなく、入牧後2ケ月位から腸性牛か現   

れ始める。  

牛都虫の人工感染では、感染子虫を汝千匹以上  
（5）  

投与するノ）がふつうである（少数感染例の報告  

としては500匹のも（・）もある一これからも判る  

ように、薮匹の感染子虫な授与しても牛肺虫の感   

染は起らないのである⊂，そこで放牧牛では、人工   

感染例のように、一度匠大京の子虫が肇薄汚れる   

ことはなく、毎日少数づつ徐々に食われていると   

考えられ、これが蓄積Lて戒めて彙恍秩査で†脂性   

となるほどの感染が起るのではないかと考えられ   

る。  

子虫の排泄期間も、放牧牛では人工感染の場合   

と全く異なっている。人工感染例では20～30  

日位であるが、放牧牛ではこれより著しく長く、  

子虫数（LPG）の経蒔的な増減はそれはど大き  

くないようである。昭和13年の成牛においては   

多くの牛け8月の検査時のみ陽性であったが、他   

の場合把は2固あるいは3匡lの枠奄時、すなわち   

2”3ケ月続けて陽性を示す牛か大半を占めてい  

－2：Z8－   



た。そして陽性牛は連続的に匿性を示すはかりで   

なく、一匪陰性になってその後再び陽性になる牛  

も多くみられキ。とく把幼牛の成績ホ示すように  

治療を必蚤とする位発症した場合では、l劉生牛は  

その年申、すなわち、冬に筆るまで陽性率は低下  

することなく、数ヶ月㈲にわたって子虫を排泄L．   

続ける牛もあった。  

野外における牛肺虫の実態lま、不明な点が和々   

あるか、人工感染例のそれとは全く異質な感染が   

行なわれ、そのために、陽性牛の出現が運上、千  

虫の排泄期間が薯Lく長く準るものと思われる。  

このことは野外では牛肺虫の寄生期間が数ヶ月蘭  

に及び得ることを示唆していろ。   

発痴三時期と陽性葦について  

臨床症状の臼lきと野性牽の効きは、前者の方が   

後者よりやゝ遅れる傾向はあっても、大ぎつばに   

みて、はゞ平行している′rう軋思われた。慣性牛  

の出現暗から約2ケ月、早い場合把ほlケ月位で  

陽性牽か非常把轟くなり、これに発症がともなつ  

ていた。牧斬では人牧後3～1（5）ケ月で発症  
11）  

するという報告  があるが、今回の成傾から  

も同様に、入牧時を基準にみれば3－1ケ月（陽  

性牛の出現から1－2ケ月）位に発症しナニといえ   

る。   

廃家の庭先での感染について、  

昭和j2年度は牛肺虫の大発生の年で、全牛が  

極めで鮭篤な症状に陥った。親牛肺曲頸巨汚染地  

から直接三宅島の汚染牧野に導入、入牧された幼  

牛は陽性率も高く、症状はかなり重かった。これ   

らの牛群に対して、昭和13年の成牛は症状が明  

らか忙軽かった．そし．て牛の飼育先である麗家の  

地区別の陽転状況た差があるように思われ、さら  

に趨和11年わ成牛も含めて同じ畜主の牛は陽転  

あるいは、非陽転わいずれか一方に偏する傾向が   

認められた。相和13年とlト年の成牛忙ついて  

みれは、昭和＝3年に非暗転牛を持つ富主にあつ   

ては、昭和11年鹿に別の牛を放牧してもやはり   

非勝転牛であったり、たとえ僻転してもLPGは   

少なく、子虫の排泄妙潤も鰯かかった。村営牧野   

で陽転しない牛ほ、別の場所ですでに牛肺虫に感  

染し、免疫を獲律した七めでほないかと考えられ  

る。これらの成年は鹿家でG－12ケ月飼育きれ  

た牛であることを考え合せれほ、非陽転牛の出現   

は、鹿家の庭先での感染、あるいは同居雁染の結   

果ではないかと推察される。これを明らか托する  

ため、■昭和】1年威容少数例ではあるが各地区の  

農家の牛を検査したところ、たまたま傭人（T）  

牧場の牛からのみ子虫が抜出された。そこで昭利  

15年は個人（T）牧塚の全牛籠ついて、ユー1  

0月まで子虫較査を行なった。その結果、いづれ  

の検脊時にも少数ではあろが子牛に陽性牛を認め   

た。   

傭人（T）牧場で楊性牛が検出されたからと1、  

って、他の個人の牧場あるいは庭先でも牛肺虫の  

感染があるとは断定できない。Lかし（T）牧場  

と同様な飼育形態甘とる鹿家もいくつかあり、ま  

たこの島では昼間牛を山把放牧する鹿家が多いの  

で、更に別の鹿家把づいても橙時的に検査すれは  

陽性牛が検出できるのセほないかと．思われる。以  

上のことから童宅為においては、牛肺虫り感染は  

－Z29－   



村営牧野ばか少で衆く、ある地区ては農家の庭先  

5 二免疫脛」る発症予防法   

牛肺虫の酎過牛忙は強い免疫が成立することが  

知られているが、感染斬ともなって、発症が認め  

られる。そこで感染による発症を屈曲薬て防止し  

安全に免疫を獲得する方法を検討した。基礎試験   

として人工感染後21日目に鼠虫し、その後約2  

材料 と 方法   

基礎試験  

昭和42年11月よ少農林省家畜衛生試験場て  

牛肺虫の非汚染地威から満入した体重100～1  

9（沌グのホルスタインせたは、黒毛和種計8所を   

用ぃ試験を行った0試験牛は独立した牛居で1頭   

づつ飼育したが、投薬群と対照群（エ）はそれぞ  

れ5頭て、初感染及び攻撃には牛肺虫の感染子虫  

5001】匹を径口投与した。投薬評は初感染後20  

でも感染してぃるものと思われる。  

ケ月に攻撃する試験を行なった。野外試験として  

昭和15年カiら5ケ年把わたう、三宅鳥の村営牧  

野の牛につぃて、原虫薬の投与開始時、投与間隔  

および投与回数忙ついて検討した。  

日日陀1回だけテトラミゾール（2ふ5．ムー   

t e t r a hyd o’r o－d－pl】e n ylei  

mida go〔2，1〕t hia go】e）を体重  

1Kダにつき12．5¶甘ダ宛を約500c亡の水に溶解   

し ピンを使って径口授与した。  

対照群（Ⅰ）の内1頭は感染後58日目に剖検し  

たが、他の対照群2頭および投薬群S頭は初感染  

基 礎 試 験 の 方 法  
窮8図  

穀彪17  

薬彪18  
辞  

Ⅰ  碁  

Ⅰ  ★  

ノ妬20  Ⅰ  キ  

対ノ絡15  Ⅰ  

群ノ拓19  Ⅰ  
Ⅰ感染子虫5000匹投与  

キ投薬  
十解剖  

（l）瓜1d  

Ⅰ  ヰ  

Ⅰ  ＋  

0  刀   40   dO  

鱒準‥卑ヲ．敬  
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後83日 

して、新に2頭を感染させた。これらは攻撃後3  

8－j0日特融疾い㌔   

感染子虫は人工感染牛の糞便から遠心管法によ   

■り採上板した爺1網子虫を、22”21℃で5～7   

日聞特番L．たもので、感染常用いた感染子虫は麒   

徴鋭下で釣いているもの、あるいはコイル状に斯   

く捻転し光沢のあるものを数えた。授与：方法は感   

染前日の午後から牛を絶食，絶水し感染日には   

感染子鹿3000匹を少亀の水と配合飼料な混ぜ   

て完全に二食わせた。  

検査は感染後20E更から 58～50日位まで萄日  

2本づつ遠心管法による子虫検査を行ない、子虫  

数を調べ、また剖検時には、気管を切り開き肉眼  

で曳体を探し、その寄生数七渕べた（6凶）っな  

お基礎読経は壇林名家吉祥生試験機が行なったも   

のであるゥ  

野外試演  

昭和13年から3ケ年にわたり、三宅島村骨牧  

野において、各年ともほゞ月1回春～秋まで遠心   

管法常よる子虫検査を行なった。検査には新鮮な  

直腸便を用い、3グあるいは10グを斡駐L、こ  

れをガーゼまたはミルノ、シフ■把包み、遠心管内に   

吊し、水を一杯に加え、夏は室温で、春や秋托は  

250Cの腑卵器に入れ、翌日鋲検した。なお1回  

の検査には1本の遠心管を用いた。   

試数年は2種に大別される。一つl土本土（主と  

して東京都三多摩地区，以下同じ）から生後1～  

2ケ月で直接村営牧野に導入、入牧された牛（以  

下幼牛）鮮、他の一つは島の鹿家産あるいは、本  

土から三宅島の羞家に噂入され6′〉12ケ月飼育  

された牛（以下成牛）群である。   

使用した駆虫熟はテトラミノールで、体重1毎  

あたりユ2・5斤iクな約500CCの水把洛解L、ビ  

ンにへれて径口投与した。没築酢鹿潤、投秦間隔  

および穀薬回数については、一つの試鏡毎に改良   

を加えたが、基本的には、ある時期から一定の日   

数後に2～3回投与し、その後の子虫の如きをみ   

たが、実際には次のよう托行った。  

（1）入牧後20日より20日間聯で3回穀㌫す  

る方法、  

これは昭和」3年の成牛について、投築群  

11頭、対照群17頭を用いて試験した。   

第7図Si3．免疫による発症予防就放  

20＊20 ＊  

＊20＊20＊  

2  3 1 5 （； 7  8  9 10 11月  

t入牧  ＊ 投薬  
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月9日で、その後は10月下旬に検査した（舞   

7図）  

（S）子虫の隠始めの明から40日間隔でZ回投与   

する方法  

昭和44年の成牛と、昭和15年の幼牛を用  

いた。昭和卜l年は投薬群19頭，対照群11  

頭で、1月30日に入牧Lた。娯初の投薬ほ軽   

麗の症状が認められた、8ガ12日で、2回日  

入牧は6月5日で3回の投薬はそれぞれ5月   

27日，6月15日．7月5日で、療養は1   

0月まで行なった。  

（2）子虫の出始めの頃から20仁】間隔で筈阿投   

薬する方法  

昭和＝3年の幼年托ついて投薬群2ヰ頭、  

対照群10東な用いた，入牧は2～」月で検  

査は、それぞれ7月25日、8月11日、9  

8図 Si4．45．免疫による発症予i防試験  

豪州 ＊  

艶1  
投薬群  
対照群  

投薬群  ＝川＝l  

対照群  －＝＝＝I  

耐過牛群  

j   5  （ミ  7   8   9  10 11 12  

＊投薬（＊）対照群治療 ■、入牧  

余義な－くきれた。耐過生鮮は哨和11年8－9月   

に購入、入牧した幼年で、同年11月発症し、治  

療を加え昭和45年春には症状はほとんど認めら  

れなかった牛群である（第8区）。なお、昭和＝  

5年は推定尺による体重軌定およぴ、板査に際し   

てその時把発咳があるかどうかも網ぺた。  

は9月20日に投央L、その後は11月と1月把   

検査した。昭和＝5年は投薬群11頚、対照鮮1   

3頭、そして別の対照群として年前j虫の耐過牛と  

考えられる牛15質（耐過牛詳）二を加えて試親し  

た。攻藁群と対照牢ほ3月下旬～1月に入牧L、   

Z回の投薬は6月25日および8月1日とLたが  

対照絆は重篤な症状を呈Lたので7月ら日治療を  

成  績   

基提試験  

初感染後の子虫の坂出状況   

対照群（Ⅰ）は3頸ともかなり多数の子虫が連  

続的忙検出された。すなわちN115では感染後2  

5日より13日まで牛肺虫の子虫が検出（以下陽  

性）され最大LPGlま35匹であり、恥19では  

感染王後25日より19日まで陽性で最大LpGti  

－232丁－・   



27匹であつた。Nllf；lま感染後27日から隙性  帖17，帖18，沌L20の3承は感染後25日以  

で最大LPGは10匹であり、感染後38日托剖 降にLPGl葬満の少数の子曲が時々検出された  

検したところ、4匹（♀3匹，苔1匹）の牛肺虫  だけであり，したがって巌虫効果があつたものと  

成虫が認められた。これらに対して投薬群である  思われた．  

帝9図 免疫把よる発症予防試験（人工感染後21日目殻爽）  
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体頚忙ついては、′対鱒群（I）である‰15ほ1  

匹も検出されなかったが、軋19では1匹（♀3  

匹，る＝匹）検出された。そのうちの2匹の♀は  

体長約18胡乱で、小型ではあったが体内に子虫形   

成卵を認めナニ。他の1匹〔り♀ほ体長約17佃で子   

虫形成卵は認められず、未分化の虫卯だけを認め   

た。投猶辟である‰】7は虫体は検出されず、臥  

18では3匹（♀）の虫体が絞出され、そのうち  

の2甚ほ体長約18躍況で子虫形成卯を認めたが、  

他の．1匹は約1㌻馳で子虫形成卵は認められなか  

った。また‰20からは16匹（♀131些，ち3  

匹）の虫体が検出され、体長は30－5q7乃帯でよ  

く発育Lており、♀くり体内にけ多くの子虫形成卵   

を認めた。  

j主し土姦雄試敗は轟林省家畜徹妖試旗場の成績で   

ある。  

野外試験  

（1）入牧後20日から■20針間隔で3勘股髄す  

る方法  

両群とも第三国の殺薮暗まで陽性牛ほ現れ   

ず、祈3回目の投藁時であろ7月に剛史牛が  

現れ始めた。そのため効果の判定は出来なか  

った。没躯笹船時が早i餞ぎたことが指揮きれ  

たので、次は授貼時期な予め決めず、月1同  

の定期健康検査などによって試韻牛群に牽け  

る牛肺虫子虫と症状の出始めの頃を盤み、こ  

の時点を投縄開始釈ナるようにした（第10   

図）  

攻墓彼の子虫の検出状況   

攻寒時に新に初感染Lた対照群（月）は2頭と  

も多数の子虫が連続的托検出された。すなわち油   

1は感染後27日より、トム2ほ26日より剖検時   

まで毎日陽性で、赦大Lf－Gはそれぞれ191些，   

103匹であった。これに対Lて投薬詳と対照詳  

（Ⅰ）は陰性で、l箇性でもLPGは少なかった  

すなわち、対照粁（Ⅰ）の軋15キ噸性で‰19  

は感染後32日よりLPGユ兼瀾の少数の子虫が   

断続把に検出されただけであったト投乾群ではNユ   

17と沌118が陰性で、≠20だけが感染後35  

日から膀佳となり、最大LpG6匹であった。   

この成痛から感染後21【］冒に駆虫しても、その  

後の攻鱒には屡虫せザ耐過Lた牛と同じように抵  

抗性な持つものと考えられる（家9腎）   

攻撃後の剖検所見と虫体教   

対照牛群（1）は最も病変力噴く虫体数も多か  

った。卜いと随2の2頭とも左右櫛隔実の後方約  

ケ，および、剰旨僕がC。。S。1idati。  
2  

n，あるいほ肋膜面陀気廊が諦めち力、病変部の  

多くの縄気管支には淡教練色の触塊があり、しは   

Lは脱塊の中把虫体が邑畠められた。虫体数注‰1  

はZ6匹（♀19匹，ち7匹）で、‰2は120   

匹（♀9㌃匹，谷21匹）もの成虫が検出され  

た。これに比べで対照群（Ⅰ）と穀染静は病変は  

擬慶で検出虫体致も少なかった。病変は軋20が   

やゝ弾く、左右棋隔兼に鶏卵大のC o n s oli   

d8tionと問質の肥厚が認められたほかほ、  

いずれも鳩卵大のC o n s olid8tio nが   

ユ～2ケ認められる稗鑑の軽い病変であった。虫  

－2訂トー   



第10図 S13牛脈虫第1期子虫の陽性峯の推移  

（成年）   

5  6  7  8  9 10 11   

Cト0投範群  方・Ⅹ対照詳  ＊投薬  

（2）子虫の出始めの頃から20日間隔で3回投薬   

する方法  

6月の検査で投薬群は23頭中1茄（17％  

）対照詳ほ10頭中l索（10％）の陶牡牛が   

認められ、莞咳などの症状も示して来たので按  

一弘適期近しと判断し7月5日から穀拡を開始し   

た。対照群は8月把8頭中1襲（50％）9月   

忙10顔中・l頒（10％）が陽性で9月以降は   

悼性究は低く、犠牲翠のピークは真にみられた   

これ陀対して投薬群7月5日は21頭中5頭（   

21％）窮2回毀築日の7月25日は21顔中   

3頒（12％）窮3回投英日の8月15日には   

2年嚢中2頭（9％）が陽性で9月5日にほ陽   

性牛は全くなく、この頃までは陽性奉はかなり  

低かった。  

ところが穀柔期間を過ぎて張の効果のなくなった   

と思われる10月下旬の検査では対照群でほl【〉  

頭中1汲（10％）だけが陽性であるのに投爽群  

は22茄中8頸（36％）もの陽性牛が認められ  

た。枝番綿羊が夜恵三耕一動を過ぎてから陽性率の再上   

昇が認められたことは、再感染を一受けたためであ   

り免疫な獲得し縛なかつたと考えなけれほならな   

い。この原因とLては、投錨間傾が煙か過ぎたこ   

とを考えられるので次は10日間隔とした  

（舞11図，第8表）  
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第11図 S13．牛肺虫窮1期子虫の陽性塞の推移  

6  7  8  9  1（） 11 月  
m授粟絆  

諏Ⅹ対照群   
＊投薬  

3～1月入牧  

簸8表 Sユ3 牛肺東森1期子虫の  

牛Nn．  6  7＊  ＊8 ＊ 9  10  11 月   
l  1  0   0   0  0   

2   l  1  0  1  0  0   

3   1  0  0  0   0   

J   1  0   0   0   0  ●   

5   1  0  0  0  ●   

＊ 6   0   ●   0  0  0  0   

7   0   ●   0  0  0  0   

投 …   0   0  1  0  0  0  

0   0  1  0  〇  0   

10   0   0  1  0  0  

0  0  0 1 0  l  

11 集12  0  0  0  0  0  l   

13   0  0   0  0  0  l   

14   0   0  0  0  0  l   

欝 15   0   0   0   0   0  ●   

16   0   0   0  0  0  ●   

17   0   0   0   0  0  0   

18   0   0   0   0  0  0   

19   0   0   0  0  0  0   

ZO   0   0   0  0  0  0   

21   0   0   0  0  0  0   

22   0 0   0  0  0  0   

23   0   0   0  0  0  0   

24   0   0   0  0  0  0   

1   l   1  0   0  0   

2   O   l  －   0   0  0   

＊＊ 3   0   0   1 1  0   

J   0    0  1  1  け   
対  5   0   0    ●   0   0  0   

0    0    1   0   0  l  

照  0    0    0   ●   1  0   

群 星   
0    0    0    ●   0  0  

0    0    0   0   0  0   

10   0    0  0   0  0   

l陽性  0蔭性  ・検査せず  ＊投薬  ＊＊S・13，3一明入牧  
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伸 子虫の出始めの噴から10日間隔で2回投与   

すろ方法  

昭和14年の成牛の陽性峯ほ6月下旬把投莫  

群28％．対照群15％であり、7月の検査で  

もそれぞれ55％．62％と陽性賽は高かった  

が症状が軽いので投薬を待った。8月の上旬の   

綾香で投績群は6頭中5頭（83％），対照群   

は10詣中7頭（70％）が陽性になり症状も   

7月より明らかになってきたので、ここで投藁  

を行なうこと托した。したがづて穀藁開始時は  

8月12日に、また2回目ほ9月20日である  

最初の投薬白から18日後の8月30日の検査で   

は、陽性率ほ授募覧群32％、対照群62ウbであり   

2同日の投薬時にもそれぞれ2fi％およびヰ6％   

で、投宗群の方が対照群より陽性寒が低い傾向が  

あるように思われた。その際11・月の検査では両  

群とも1頭の陽性牛が認められた他は陰性で、投   

雲箋群においても陽性峯の段上昇はなかった。この   

試放では臨床症状を考慮しすぎて投薬時期が遅れ  

適時を逸Lたように考えられた．（窮9表、葬＝2  

園）  

l．牛臓政策l  剃子虫の甥性峯の推移  窮12図 Si  

（成牛）  

5 6 7 8 91011121 2 月  

m投薬群  ⅩⅩ対照群  ＊投薬  
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第9表 S44．牛肺虫第1親子虫の消長  

＿＿＿＿竺甑・  1  8 ＊9 ＊101112 1 2月   
1   O   1 0  ■  ■  0 0 0  0  0  0   

2   0 0 ●  I l・10 0  0  0   

3   0 0 ● I  l101  1  0   

i  0  0  ●  0  ●  ● 0 0  0  0  0   

5  0 0 0 ●  lllll  l・  0   

投 G  0 0 0 1  P O Ol  1  0  0   

7  0 0 0 0  0 111 1  0  n   

8  0 0 0 0  l － 0 0 0  0  0．   

集  0 0 0 ・ 。III o  
1         0  0 0 0   0 10 0 l   

l   0 0 0・ 。・O1 0  0  

12   0 0 （〉 O   q 0 0 0 0  0  l   

群13  0  0  0  D  ●  ● 0 0  0  0  0   

11  0  0  0  0  ●  － 0 （1 0  0  （）   

15  0  0  0 ‘   －  9 0 e  O  ・0  0   

16  0  0 0  －  ○  ● 0 0   0  0  0   

17  0  0 0  0   ■  ● 0 0  0  （） －  0   

18  0  0 0  0   0 0 0 D  O  O  O   

19   0   0 0  ■   0 0 0 0  0  0  0   

0 0 ●l llll 
1  0   

2  0 0 0 1 1101 1  0  0   

0   

対 3  0 0 0 l  O ●ll  0  
5  0 0 ● l   o ● 0 く） 0  0  0   

0 0IO  ● ●l■  曹  o  n  

稚                   0 （〉1 0  1●lll  O . 

8  0 0 1 0  1101 0  0  0   

9  0  0 0 ・  。10 0  0  0   

群10   0 0 0 0  。・lll  1  0   

11   0 0 0 ・  ・10 0 0  0  0   

12   0  0  0  0   ’ 0 0 ●  0  0  0   

13  0  0  0  0   0  0 0 0  0  0  0   

0  0  ●  t  O  一－ 0 0  0  0  0  

＊投薬 」入牧  

後1遇およぴ2週忙は、陽性峯は20～30（沌に   

低下したが、その後再び子虫を排泄する牛が多く  

なり、8月以降は38～51％の蕗い陽性率を持  

続した。これに対して授葵祭は計画的な2同役車   

以外に駆虫する必零は認められなかった。牧童後   

は舞1回および第2回とも、1遇およぴ2週にほ  

1i顔中1房（7％）以内の陽性牛か認められ  

ただけであった。駆虫薬の効果がなくなった9月  

には11現中6頭（13％）が陽性となり、陽性  

率はやゝ高くなった。しかし10月には14頭中  

3頭（21％）だけが陽性で、陽性率の上昇はな  

いように思われた。一方耐過牛群は症状はほとん  

l陽性  0蔭性 ・検査せず  

そこで、昭和15年は投棄開始時が遅れないよ  

うに子虫の検査成績に意点なおき、臨床所見ほ参  

考程匿にとどめて殻東関始時を決めることにし、  

昭和14年匪と同様な方法で試験した。5月の検   

査では陽性牛はほとんど経められなかったが、6  

月18日把は投薬群は14扉中11貌（79％）  

対照群は13頭中9支亮（69％）と題腰帽の内に  

拷性率の上昇か認められた。そこ「ご6月25日に   

第1回眉の投英を行ない、2回目は8月隻日比投   

薬した。対照群は7月2日に1頭を除く全牛が陽  

性となり重篤な症状を善し、要治療の状態把なつ  

た。そのため7月9日に巌虫Lた。その結果投薬  
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窮10表 S・15、牛肺虫窮1期子虫の消長  

牛恥．  4  5 6 ＊（＊）8＊ 9 10 11㌧月   

口  001 110（）0000 1 0   
2  00 0 1●10 0100 1 l   

＊＊ 3  00 0 1● 001100 0  0   
0 0 0  1101110 0  0  0  

腹               0 0 0  1100 0 0 0 0  0   0   
6  0 0 0  1100   00   0   9   
7  00 0  1100 0 0（〉 0  0  0   

亮蔓 8  0 0 0   110 0 0 0 0 0  0   0   
9  00 0  00りO l10 0 1 l   

10   O  l100 0 00 0  0   0   

群王墓  O  1000 010 0 1  0   00 0  ● 000 0 000 l 0   
13  0 0 0   0  0 0 0 0 0 0  0  l   
1，1  0 0 0  0 000 0 0 0 0 1  0  

1  

2  

＊＊弓 対5  

6   

7  00 0 111100111 1 l   
0 0 0  100000 0 0 0  0  l  

照  o l●● 000（、0 0  0   

10  0 0 0   01101）0 011  0   0  
0  01●000000 0 l   

群12   0  0・●10JOOO l l   
13   0  001lOO00D l l   

1   1 0  1  0   

2   1 0   0  0    0  0   0   

＊＊＊ 3   O  1  0    0  0   0   

0   1  0    0   0   0   

耐  5   0   0  1   0  0   0   
6   0   0  0    C〉  0   0   
7   0   0  0    0  0   0   

過  0   0  0    0  〔1   0  

0   0  0    0  0   0   
iO   0   0  0    0  0   0   

0   0  

牛  
0    0  0   0  

0   0  0    0  0   0   
13   0    0  0    0  0   0   

11   0  0    0  0   ウ   

群15   0  0    0  0   0  

l陽性  0贋性。検査せず ＊投薬（＊）対照治療  

＊＊Sヰ5．3月下砂〉4月刃牧  ＊＊＊S44．8月～9月ス放  

と認められることなく、陽性率も極めて低かった。  
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舞13図 S・15．牛肺虫窮1期子虫の陽性率の推移  

＊（＊）＊  （幼牛）  
％  

100 

90   

80  

70   

GO  

50  

jO  

30  

ZO   

lO  

干  0 一」jニ  

4  5  f；‘7  8  9 1（） 11 月  
m摸索許 Ⅹ・Ⅸ対照群 ←・酎過牛粁（＊）対照群治療  

4  5  fi 7 8  9、10 11月   

M投薬群 Ⅹ‥Ⅹ対照群 t95％信頼限界  
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5 6  7  8  9 10 11月  
m投薬鮮  Ⅹ．．X対照群  ‥耐過牛群   

投薬群と対照鮮について、授恭期間な過ぎてか  

らの子虫の検出状況を比べると両群ともLPGl  

～2匹寝床であり、陽性審についても明らかな差   

は認められず空た増俸偲および発咳率把ついても   

統計的把は差を認めることはできなかった。しか  

総 括 と  

牛肺虫に感染Lた牛でlユー定親閲を過ぎるとl年   

取症状が認められるが、これを耐過すれは免疫が  

地神きれる。そこで、感染に伴う発症を脳良薬で   

おきえ安全把免疫を獲得させろ方法を検討した。   

基礎試験として、牛師虫の感染子虫3000匹  

を経工穀与し感染後21日日紅顔虫し、その後約   

2ケ月に初感染と同数の牛肺虫の感染子虫な用い   

て攻馨した。その結果、願虫せザ托自然に耐過し  

た対照群とはゞ同様陀再感染把低抗しち。この試  

験は農林省家畜衛生試験場が行ったものである。  

放牧牛では連続的に感染が起っているが、感染  

L、鼻薬期間を過ぎた後忙も著しい陽性率の上昇   

はなく、計画的な2回の鉱虫の他は治療する必顎  

はなかったので、この方法が牛肺虫病の予防にあ  

る程度効果があったのではないかと考えられる。  

考 察   

の程度は牧野の汚染状況、牛群の大きさ、／放牧   

樺験の有無、入牧時期や気候さら忙栄蕃状態など   

によってちがい鶉生ずる。投薬の開始時について   

は、．初期庭は三宅島の村営牧野が高度な汚染牧野   

ご窃ることから入牧すれば直ちに感染する．と考えらすし   

基腿試験の方法にならって入坂後20日から投薬  

を開始した。しかLこの時点では未だ感染が不十   

分であった。／投薬開始時lま入牧前把予め決める  

ことは不可能で、定期検査等によって子虫の出始  

めの時期を握みこの時点を投薬開始埼とするのが  

理想である。との時期ほ一般Ⅵ入牧後2－3ケ月  

「一2．41一   



る牛群（例えば昭和13年成牛）にあっては、必  

ずしも2回に及ぷ計画的な靡虫は必賓なく、陽性  

寒の上昇期に1回だけあるいは全く厳虫する必項  

がない場合もある。しかし、年齢虫の初発生牧野   

の牛群や、昭和13年、15年の助牛のように牛  

肺虫の非汚染地域から汚染牧野陀多数の牛を導入  

した場合にlま、放置すれは惚めて大きな被告をあ  

たえる。このような牛群にあっては「子虫の出始  

めの頃にi回、その後約10日にもう一変厳虫す   

る方法」を行なうことにより牛肺虫病の被害をか   

なり少なくし、予防効果が期待できるものと思わ   

れろ。  

なので時にこの頃は子虫検査や症状に注意し、で   

きれは1週間間隔位で検査L、陽性率が2～3割  

となりLPGがやゝ多い牛が認められ去よう忙な  

った時期を窮1回目の投薬日とするのがよいと思  

われた。20日間隔で3回投薬すると陽性率は毅  

終期間中だけ低く、その後再び上昇するので、罷  

虫効果はあらても免疫効果は得られなかったと考  

えられた。そこで筒稀を10日延はしたところ、  

窮2回投築後の薬効わ切れた時点紅おいても匡劉生   

塞の再上昇ほそれほど高くなく、窮3回目の投薬   

の必要はなかった。  

子虫の出始めの頃から10日間隙で2固髄虫す  

ることによって昭和45年の幼牛の投薬組ま治療  

の必蟄なく一応安全に放牧すること－ができた。し   

かしながら、投薬および対照群とも秋になっても   

陽性牛がいて、緊咳等の症状も全くなかった択で   

はなかった。帯；慶把感染し発症する牛群において   

は、汚染牧野に入牧している限り幣虫等の処置を  

講じてもその年内は完全に再感染を防ぐことは不   

可能と思われた。そのため、今回の読取成綿から   

免疫効果について論ずるものはあるいほ早計かも   

知れない。それでも、もし硝和15年の幼牛が全   

く無処造のまゝ放牧されたなら、呼吸随働から多   

数の舞死例が続発したにちがいない。計画的な躯   

虫によりこのような事故を防除するこるができた   

のである。  

無計画に砿虫薬な乱用しても、一時的な駆虫効   

果のみで再感染のためかえって免疫になる牛もで   

てくる。また、牛肺虫の汚染牧野の放牧綬紫牛、  

あるいは初放牧牛でも庭先感染があったと思われ  
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☆三宅島における暖地牧草の地域適応性  

訴査  

浅沼二郎、長谷川松雄  

（目的）   

内地においても覆枯れ対策として、夏季は  

南方剋牧草な経営に取り入れる例が多く見  

られるようにたったが、三宅島は温暖であ  

るため暖地牧草の有利性が内地に増Lて轟  

いと考えられる♂）で訴査を実施した。  

1、方法  

（1）供試牧草  

ローズグラス、バヒヤクラス  

ダリ．スタラス、レッドクリ【ピ／グ  

ケンクッキー31、ベレエアルライ  

（2）播種月日  

附和11年5月6日  

（3）裁培方法  

1種類3’0間～、全面パラ蒔、施肥慣行  

・、・バ・∴一丁、、   




